
「地域との出会いにつながる体験」のギフト

投票番号
10 いのちの誕生を地域で祝う「Birth Gift」事業

■ 出産という人生の節目を、地域みんなでお祝いする子育て支援の取組
■ 行政・企業・団体・個人が連携し、子育て応援のカタチを冊子「Birth Gift」にまとめる
■ 冊子は市の保健師による新生児訪問の際に配布し、親子と地域をつなぐ“きっかけ”として活用

事業の
ねらい

● 出産直後の親の孤立や不安をやわらげ、地域とのつながりを感じられるきっかけをつくる
● 子育てを応援する地域の人・企業・場・サービスを「見える化」し、出会いにつなげる
● 親子が実際に足を運び、人と関わることで、継続的な地域との関係づくりを促す
● 「このまちで子育てしてよかった」と感じられる体験を積み重ね、地域への愛着を育む

親子が集える
「子育てサロン」

育児を支える
「おんぶ・抱っこ指導」

成長の記録を残す
「ごろんアート撮影」

地域企業による
「子育て応援ギフト」

※49件の企業･団体･
個人が協力



第２号様式 

事 業 計 画 書 

 

事 業 名 いのちの誕生を地域で祝う「Birth Gift」事業 

実 施 場 所 沼津市内 

実 施 予 定 期 間 

※イベントや研修会等の当日だけでなく、準備期間・実績の取りまとめ期間等も含めて記載して

ください。 

  2026 年 4 月 13 日  ～   2027 年 3 月  31 日 

 

◎事業概要 

※事業の概要を 100～200 字で簡潔に記載してください（事業の紹介などで使用します）。 

このまちに誕生した命を地域でお祝いし、地域で支え、育てていく事業。 

行政、企業、団体、個人が連携して、それぞれの「子育て応援のカタチ」を冊子『Birth Gift』

にまとめる。沼津市保健センターと連携し、新生児訪問の際に保健師より赤ちゃんが誕生した

家庭にギフトとして配布。親子のニーズを把握し、心あるまちの事業者と連携し、心温まる質

の高いギフトに仕立て、提供していく。また、産後の親子にとって人と繋がるリアルな居場所

の招待状を BirthGift と同封し、支援を図る。 

 

◎目的 

※事業を行うきっかけ（地域の問題点や課題、社会背景など）と、その解決のために何をするのかを記載してください。 

【課題】 

・核家族化に伴う親子の孤立・少子化・地域の繋がりの希薄化・子育てしやすい自治体ランキ

ング圏外・人口流出・人口減少等 

・子育てを応援する事業者がいることを子育て中の親子が知らない、出会えない。 

・産後の親子がママ友等を作る居場所が少ない（行政支援のあとの支援） 

【目的】このまち（行政、民間企業、団体、個人）の架け橋となり、いのちの誕生を地域ぐる

みで祝い、支え、育てる、親子と社会と地域を繋げる小さな仕組みを作る。この事業を通じて、

子育てを応援するたくさんの人に出会うきっかけを作ることで、子育てしながらこのまちを楽

しむ人、このまちで子育てをし、このまちで暮らすことを誇りに思う人を増やす。 

 

◎実施内容 

日  程 実施項目・作業項目 

 ※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・

準備・検討会)、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実

施内容を記載してください。 

※ハード部門については、12 月 31 日までに施設整備を終え、その後は施設を活用する計画とし

てください。 
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【実施内容】 

このまちに誕生した命を地域でお祝いし、地域で支え、育てていく事業。 

行政、企業、団体、個人が連携して、それぞれの「子育て応援のカタチ」

を冊子『Birth Gift』にまとめる。沼津市保健センターと連携し、新生児

訪問の際に保健師より赤ちゃんが誕生した家庭にギフトとして配布。親子

のニーズを把握し、心あるまちの事業者と連携し、心温まる質の高いギフ

トに仕立て、提供していく。また、産後の親子にとって人と繋がるリアル

な居場所の招待状を BirthGift と同封し、支援を図る。 

 

【実施スケジュール】 

子育て応援企業、団体、個人のリスト化 

2027 年度版 冊子デザインミーティング 

居場所（母子交流）日程、内容、講師決定 

※2026.4～2027.3 まで毎月開催 

 

金融機関(静岡中央銀行)特別協賛 

冊子掲載イメージについてすり合わせ 

 

子育て応援企業、団体、個人交渉回り 

それぞれの「子育て応援のカタチ」をヒアリング 

例）七五三のお祝いの食事 1000 円引き券 

例）お誕生日の撮影時 A4引き伸ばし写真プレゼント 

例）産後ヨガ 1回無料サービス             など 

 

掲載事業者へ 2027 年度の冊子掲載希望確認 

子育て応援企業、団体、個人ページ作成 

冊子掲載内容確認作業 

冊子入稿 

完成 配布 行政や新聞社に周知協力交渉 

 

【実施場所】 

沼津市内  

※沼津市での実践が評価され、近隣市町（清水町）においても、沼津市発

の取組として実施予定。補助金を活用する事業費は、沼津市内で実施する

取組に限定。 

【参加対象】 

赤ちゃんが誕生した世帯 

※沼津市保健センターと連携して新生児訪問の際に保健師から 

各世帯に配布 

【人員配置】交渉ヒアリング担当 2名・デザイン担当 1名・ 

事務担当 2名 

【連携事業者】 

 ◎企業・団体・個人→ 冊子掲載連携 

◎事業効果 

※事業の実施により、期待される効果を記載してください。 

本事業は、行政、民間企業、団体、個人がそれぞれの立場で「子育てを応援する」という共通

の想いのもとに連携し、子育て世代に対して多様なサービスや情報を届ける取組である。 

昨年度の実施を通じて、子育て支援に関わりたい企業・団体・個人にとって、自らの強みを活

かした関わり方が明確になることで、社会貢献の実感を得やすく、継続的な参画につながるこ

とが確認できた。 

本法人は、長年にわたり子育て支援に携わってきた経験から、親子のニーズを的確に把握する

とともに、地域で子育てを応援したいと考える事業者や団体との信頼関係を構築してきた。本



事業では、その強みを活かし、単なる情報掲載にとどまらず、親子と地域の人・場・サービス

との出会いを意図的に仕立てることで、地域全体で子育てを支える土台づくりを進めている。 

『Birth Gift』は、誰でも自由に手に取ることのできる従来型のフリーペーパーとは異なり、

対象を明確に「出産を迎えた親子」に限定し、誕生という人生の節目に合わせて届ける点に特

徴がある。 

この「特別なタイミング」に手渡される冊子であるからこそ、親子にとっての特別感を生み出

し、「このまちで子育てをしている」という実感や価値の向上につながっている。 

冊子をきっかけに、親子が地域の子育て応援の担い手と出会い、実際にまちへ足を運び、サー

ビスや人と関わることで、子育て期における孤立の防止や、地域との継続的な関係づくりが期

待できる。これにより、子育て世代の安心感の向上とともに、地域愛が深まり、沼津市が掲げ

る「誰もが安心して子どもを産み育てることができるまち・沼津」の実現に寄与する事業とな

る。 

また、本事業は民間主体でありながら、複数の事業者・団体・個人をゆるやかに束ねるモデル

として、全国的にも類似事例が少なく、話題性と展開可能性を併せ持つ取組である。 

今年度は、沼津市での実践を重ねることで事業モデルをさらに磨き上げ、将来的には他地域へ

の波及も見据えた、持続可能な子育て支援の仕組みとして定着させていくことが期待される。 

成果指標 

※事業効果を客観的に評価できるよう、具

体的な数値等を用いて成果指標を設定し

てください。 
指標の 

検証方法 

※左記指標の検証方法を記載してください。 

冊子掲載企業・団体・個人数 

5 件追加（協賛数） 

冊子掲載企業・団体・個人の数 

 

◎評価の視点に合致していることの説明 ※評価の視点については、募集の手引きを必ず確認して下さい。 

社会的 

必要性 

※まちの活性化や魅力づくりのために有益であり、不特定多数の利益につながる質の高い事業であるか。 

沼津市において、出産直後から子育て初期の親子が、金銭的負担なく地域とつ

ながり、継続的な支援を受けられる民間主導の仕組みは依然として多くない。

特に、行政による支援が一定期間で区切られる中、その後の親子の孤立や不安

を受け止める「次の受け皿」が不足していることが課題となっている。 

本事業は、行政・企業・団体・個人がそれぞれの立場から「子育てを応援する」

という共通の想いのもとに関わることができる仕組みをつくり、親子に対して

継続的なつながりのきっかけを届ける取組である。初年度および継続年度の実

施を通じ、支援する側にとっても関わり方が明確で、社会貢献の実感を得やす

い事業であることが確認されており、民間主体による持続可能な子育て支援の

形として社会的必要性が高い。 

地域性 

※地域課題の解決や地域資源の活用につながり、地域住民を巻き込めるか。 

核家族化の進行や地域との関係性の希薄化は、沼津市においても子育て世帯の 

孤立を招く要因となっている。本事業は、地域資源である「人」や「想い」に 

着目し、行政・企業・団体・個人が連携する冊子『Birth Gift』を通じて、子 

育て世帯と地域をつなぐ役割を果たしている。 

冊子に掲載される協力者は、いずれも地域で活動する身近な存在であり、親子 

が実際に足を運び、関係を築くことのできる接点となる。地域の子育て応援の 

力を可視化し、必要とする親子に届けることで、沼津市が掲げる「誰もが安心 

して子どもを産み育てることができるまち・沼津」の実現に寄与するとともに、 

地域への愛着や信頼感の向上につながる。 

独創性 ※申請者ならではの着眼点や個性が見られ、新規性、チャレンジ性があるか。 



民間主導で多様な主体（行政・企業・団体・個人）の「子育て応援のカタチ」

を束ね、連携によって子育て支援を届ける本事業は、沼津市において先駆的な

取組であり、全国的にも類似事例の少ないモデルである。 

特に、出産という人生の節目に合わせて『Birth Gift』を届ける仕組みは、対

象を明確にした支援であり、従来の情報提供型の取組とは異なる点に独自性が

ある。親子にとって記憶に残る「祝福の体験」として位置づけることで、支援

を受け取る側・支援する側双方にとって価値のある関係性を生み出す点に、本

事業ならではの着眼点がある。 

実現性 

※資金やスケジュール、法令順守、関係者との調整に問題がなく、予算や効果が適正であるか。 

当法人は、18年以上にわたり行政・企業・団体と連携しながら子育て支援に取 

り組んできた実績がある。初年度および 2025 年度の継続実施により、事 

業運営の流れや調整方法について一定のノウハウが蓄積されている。 

2027 年度発行の冊子制作にあたっては、これまでに協力実績のある企業・団体・ 

個人を中心に打診を行う予定であり、過去の実績や関係性を踏まえると、継続 

的な参画が見込まれる。広報についても、当法人や子育て支援団体による SNS 

発信、行政機関との連携による案内配布など、これまでの取組を活かした現実 

的な体制が整っており、スケジュール・予算ともに適正な範囲で実施可能であ 

る。 

発展性 

※事業の波及効果が見込まれ、意欲をもって主体的かつ継続的な活動ができ、資金確保への取り組みも

十分か。 

本事業は、年 1回の冊子更新を基本とし、継続的な運用を前提とした仕組みで 

ある。初年度から継続年度にかけて得られた反応や課題を踏まえ、内容や関係 

づくりを改善しながら積み上げていくことで、事業の質を高めていくことがで 

きる。協力者との信頼関係を継続的に築くことで、支援の輪が広がり、将来的 

な協賛や寄付などによる資金確保にもつながる可能性がある。また、沼津市で 

培った取組をモデルとして整理・発信することで、他地域への波及も視野に入 

れた子育て支援の形として発展させていく。 

◎次年度以降の活動予定 

※ソフト部門（ステップアップ型）新規または 2 回目の応募で、助成の継続（最大 3 年まで）を希望する場合は、今後の活

動予定と事業継続のための戦略について記載してください（今回の応募が次年度以降の助成を約束するものではありませ

ん）。 

本事業は、冊子『Birth Gift』を軸とした継続的な取組として位置づけており、初年度（2024

年度）および継続年度（2025 年度）の実施を通じて、運営体制や事業内容について段階的に検

証・改善を重ねてきた。 

今後は、これまでの実施を通じて見えてきた課題や反応を踏まえ、冊子の内容や運用方法を柔

軟に調整しながら、既に協力・協賛いただいている企業・団体・個人との信頼関係をさらに深

め、次年度以降も継続的に関わっていただける体制づくりに取り組んでいく。 

また、子育てを応援したいという想いを持つ企業・団体・個人は地域内に一定数存在しており、

これまでの実績をもとに、新たな協力者・協賛者への打診も継続して行う予定である。 

本事業を、「支援を提供する側」「受け取る側」「運営する側」、そして「地域」のすべてに

とって意義のある取組として育てていくため、一つひとつの出会いを大切にしながら、無理の

ない形で連携の輪を広げていく。 

次年度以降は、冊子による情報提供に加え、親子が実際に地域と関われる機会や居場所づくり

についても検討し、より多くの親子に届く形での展開を目指す。助成期間終了後を見据え、協

力先との連携強化や協賛・寄付等による資金確保の方策を整理し、自立的かつ持続可能な運営

体制の確立を段階的に進めていく。 

 

◎実績の評価と改善点（継続事業のみ） 

※継続事業については、過去の実績に対する自己評価と実績を踏まえた改善点等について記載してください。 



初年度（2024 年度）は、冊子『Birth Gift』の制作と、事業の趣旨に共感する企業・団体・個

人との関係構築に注力した。その結果、目標としていた協力件数を大きく上回る協力を得て、

冊子を完成させることができ、内容についても協力者から一定の評価を得ることができた。 

2025 年度は、事業を継続する中で、冊子を実際に親子に届ける運用フェーズへと移行する段階

であり、協力者との関係性を維持しながら、実施体制の確認と改善を進めている。 

親子が冊子を受け取ることによる地域とのつながりの広がりや、協力者側の反応、利用状況等

については、今年度の実施後に整理・把握する予定であり、その結果を踏まえて、内容や運用

方法の見直しを行っていく。 

今後は、実施を通じて得られた気づきをもとに、親子にとってより分かりやすく、協力者にと

っても関わりやすい形へと改善を重ねるとともに、協力の輪を広げながら、次年度以降の事業

発展につなげていきたい。 

 


